
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トピックス 

m u r a k u s h i 

回
覧 

令和２年度 第 8号 

（通巻 第 216号） 

令和 2年 4月 1日現在  人口 2，702人   男 1，330人  女 1，372人  世帯数 1，060戸 

令和 2年 12月 8日 

村 櫛 町 自 治 会 

10月 23日庄内学園８年生 15人の生
徒さんが村櫛会館を訪れ、村櫛町の過
去の災害や災害時の取り組みについて
学びました。「避難地に看板や案内板
はありますか」など活発な質問が出され
ていました。 

11 月 18 日町民の皆さんから預かった交通安全宣
言書を浜松西警察署に提出しました。「飲酒運転を
しない、させない」「決められた速度を守る、守らせ
る」宣言を実行しましょう。 

11 月 20 日小学校 2 年生の生徒さんが生活科の授業で村櫛会館
の見学と自治会の仕事について学びました。とりわけ回覧板配布の
仕組みについて興味深げでした。 

十
一
月
二
六
日
幼
稚
園
の
生
活
発
表
会

が
村
櫛
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
村
櫛

の
特
色
が
出
る
発
表
会
を
目
指
し
ま
し

た
」
と
藤
田
園
長
先
生
。
子
ど
も
た
ち

は
、
期
待
に
応
え
大
勢
の
保
護
者
の
前

で
、
太
鼓
演
奏
、
浦
島
太
郎
の
劇
な
ど
を

元
気
よ
く
発
表
し
て
い
ま
し
た
。 

11 月 11 日は「ひとりひとりにいい声かけデー」。小学
校へ登校する子どもたちに、役員が「おはよう！」と声
かけを行ないました。 

むらくし 

十
一
月
十
五
日
組
長
会
で

「
ご
み
出
し
講
習
会
」
を
行
な

い
ま
し
た
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自
治
会
の
活
動
予
定 

谷津矢車著「刀と算盤」 
光文社（2018） 

 
新村 伊

い

織
おり

 さん 

12 月 8 回覧物配布／部長会 

15年末交通安全県民運動参加 

18 役員会 

20 墓地町有地清掃／ポンプ点検 

22 回覧物配布 

28 広報委員会 

29～1/4 事務所閉所 

1 月  6 部長会 

8 回覧物配布 

15 役員会 

16 秋葉神社参拝・灯篭清掃 

17 ポンプ点検 

22 回覧物配布 

Yショップ 庵
あん

 わたしのお店 ユーカリ文庫 

案内 
488-0371 

「お店を開いて丸 6年になります。そ

れまで商売はやったことなかったです。

でも、お店がなくて困っている人もいる

からと勧める人もいて始めました。最初

はたいへんでしたが、今では毎日のよう

に買い物に来てくれるお客さんがいま

す」パンやお菓子、日用品のほか、煮物 

小普請組の御家人紗六新右衛門

（しゃろくしんえもん）は、馬津流の道

場主だが、門人も少なく暇を持て余

す日々、家禄も五石で家計は火の車。 

そこに経営指南役を名乗る市瀬唯

力（いちのせゆいりき）が店子とな

る。 

唯力が考えるアイデアで商売をし

てお金を稼ぐ副業を始めるのだが、

上手く副業は成り立つのか、思いが

けない方法に、心が温まるストーリー

展開だ。 

などは店内で調理し、お弁当も揃える店内。伊織さん自慢のお薦

めはチキンカレー。「スパイスから調合してつくっています」 

お店の経営は、「人と人とのつながり、信頼がいちばん大切だと

思っています。それと、もっともっと工夫して売り上げも増やして

いきたい」と笑顔いっぱいのさわやかな 28歳青年経営者です。 

引き取り手を待って

いる子ネコと柴犬   

(写真右) 

ねこのウンチに困っています 
住民の方から自治会に猫の相談が多く入っていま

す。浜松市動物愛護教育センターの浅井舞さんに

お話をうかがってきました。 

しぐさの可愛いねこ、一緒にいると癒してくれるねこは、好

きな人にとっては、家族の一員です。ところが、ねこの糞尿

害、家や庭を荒らされて困っている人も多いのです。どうし

たら人と動物が住みよい町になるでしょうか。 

 浅井さんは、「猫を飼う方には、室内で飼うことを勧めてい

ます。伝染病や交通事故の防止にもなります」 

 餌を与えている人にはどういった注意をされているのでしょ

うか。「まず、糞尿の始末ですね。猫に餌を与えている人に

は、たとえそれが野良猫でも、管理の責任が発生します。で

すから、コンテナやプランターを利用した砂場を用意して、

そこで排便するように促すほか、進んで近隣の掃除をしてく

ださい」 

 「また、餌の管理もお願いして 

います。餌を出しっぱなしにして 

おけば、虫や悪臭が発生するな 

ど、ただの生ごみになります。決 

まった時間に、決めた猫だけに 

与え、残ったら片付けることを 

徹底してください」 

「さらに、不幸な子猫を増や 

さないように、餌を与える猫には 

避妊・去勢手術を行うことがと 

ても大切です」資料によると、ねこは、半年で 5 匹前後、一

年半で 30匹にも増えるそうです。 

 浅井さんは、命の大切さを強く訴えます。「ペットを飼うと

いうことは、終生その子の面倒を看るということです。野良

猫に餌をあげること自体は、違法ではないのですが、餌を

与えて子猫が生まれ増えていけば、面倒見きれないことに

なりますから、自ずと可哀そうな子を増やすことになります

し、ご近所さんへ糞尿処理の迷惑をかけることになります」 

そして「地域の皆さんで一緒に猫の問題を考えて、猫と

共生するまちづくりを進めていって欲しい」と結んでくれまし

た。人と動物が住みよい町づくりのために、町民みんなで

生活環境を守っていきましょう。 

環境省・啓発パンフレット  

11/25動物愛護教育

センターにて 

 

自治会事務所・村櫛会館 

053-489-2002 


